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訪 ソ 原 子 力 視 察 団 に つ.い て

」apanese Nuclear Delegation tO uos,S.R

昭和 48年 5月 7日

日本原子力産業会議

1.派 遣 趣 旨

日ソ両国の間においては ,国交正常化の動きを背景に ,最近ようや く経済 ,

文化 ,学術等の面で具体的な協力が始まりつつある。 しかしながら原子力の

分野においては ,こ れまでみるべき交流もな く ,相互の一般的開発状況の理

解にも欠けるところが少なくない。 こうした現状に鑑み ,日 本原子力産業会

議は一昨年以来 ,駐 日ソ連大使ならびにソ連国家原子力委員会との間で ,日

ソ両国の原子力関係者による視察団の交換について話し合いを進めてきたが ,

このほど ,ソ 連側の強い要請もあつて ,ま ず 日本側から原産で派遣する「訪

ソ原子力視察団」を 6月 3日 から 15日 までソ連に派遣することに合意した。

本視察団は ,ソ 連側の招きにより ,同 国の原子力関係研究所 ,施設 ,原子

力発電所等を視察し ,併せてソ連国家原子力委員会の首脳と両国の原子力開

発状況ならびに将来の協調の可能性について意見を交換するものである。

この視察団は ,当 面 ,日 ソ両国原子力界の相互理解を深めることを目的と

しているが ,経済社会上の要請から原子力開発が急務とされているわが国と,

幅広い研究開発を基礎に多角的な実用 (ヒを指向しているソ連との間には ,相

互に協力しうる多 くの課題が潜在していると考えられることからも ,今回の

視察団は ,原子力分野での両国間の協調の基礎を築く第一歩として重要な意

義をもつ ものと考えられる。

2.日 程 概 要

6日 3日 (日 )東 京発 (JL-443,11:oO)～ モスクフ着 (15:05)
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4日 (月 ) 
原子力関係施設訪間ならびにソ連国家原子力委員会

ネ         ※
との懇談

14日 (木 )

14日 (木 ) 宅スク フ発 (JL-446,19:50)

15日 (金 ) 東京着 (11:20)

※ ソ連国内にお け る視察 ,宿泊等一切 の手配は ソ連側によつて行なわれ る。
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~   1.日
本人使館

Embassy Of Japan

_ [撚 Yこ般型堰ス

関 係 機 関 連 絡 先

Tel: 291-85-00～ 01

Cable: TAISHI MOSCOw

TeleX: 7741(TAISI sU)

1,すじ■け像atP t℃ )夕P

竹 ↓ 4、、ムる。4ヵ 71ル η代アン゙
札ヽ いヽヽ bヽ.

厚

特命 全権 大 使  新 関 欽 哉  ル 象 な
い
l復 侯

科学アタッシュ  釈

2 在 レニ /グ ラー ド総領 事 館
COnsulate――General of Japan

Room hヽ231 Hotel EvrOpeiskaya
Ul. BrOdskOg0 1//7 Leningrad

Tel: 103230,103231

Cable: RYOJI LENINGRAD

総 領 事  末  岡  日外徳

V   3.在
ナホ トカ総領事館

C o nsulate―二Genera1 0f Japan

NQ 9 , Uulitsa LunacharskOg。

_       Nakh Odka,Primorsky Krai

Tel: 75-19
~          C able: RYoJI NAKHODKA

、          総 領 事  小  林  十  郎

-   4.ソ 連 国 家 原 子 力委 員会

USSR State Atomic Energy COmmittee

StarOmonetnij Per.26

Moscow

Tel:(022)33-18-70

_               (022)34-40-44
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5. 住 友商 事 佛

SumitomO Shoji Kaisha,Ltd.

Room NQ601      ・

Hctel Leningradskaja

Moscow

Tel: 225-56-01

225-57-21

225-57-59

三井 物 産 佛            |

Representative of Mitsui & Co。 ,Ltd.

Moscow K-1,Trjokhprudnyi

Pereulok,Dom ll

Tel: 299-42-23

299-59-21

299-54-27

c able: MITSUI MOSCOW

Telex: MSK395

7.三 菱商事例
ⅣIoscow Representative Of Mitsubishi Corp.

Apt。  17 4-17

Pokrovsky BOulevard                .

Moscow― Center

Tel: 297-67-69

297-55-99

Telex: 7387(MSKMCW SU)

6.

）　　・　　）

8.,日 商岩井柳

Liaison Office of NisshO― I wai Co

ln Moscow

B. DorOgomiloVskaia

Ul。 ,Dom 54,Kv。  7//36

Tel: 243-95-71
243-95-63

T elex: MSK 7710

-6-
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9.伊 藤 忠 商事 例
Representative of C. ItOh&Co。 ,Ltd。 ,Moscow
Tryokhprudny Pereu10k, Dom l1/13, MOscOw

Tel: 299-13-81

299-23-29

Telex: 7381(CITOH SU)

10.丸  紅婉
Marubeni C orp. MOscow Office

PokrOvskii Buljvar Dom 4-17, Ku。  29 MOsco■
Tel: 297-32-93

297-29-27

Telex: 7391(MARBNI SU)

11. 外 国貿 易 銀 行 ( Bank for FOreigh Trade)
NEGLINNAYA ULITSA 12

MOSCOW

Tel: 296-31-38

Telex: 174

茅o多 ヤ7「そそ

~  2イ
ン トウー リス ト本部 (INTOURIST)
PROSPEcT MARXA 16

vヽ

MOSCOW K-9

_        Tel: 292-22-60
Telex: 187

‐

13.商業会議所 (Chamber of COmmerce)
ULITSA KUIBYSHEVA 6

Tel: 221-08-11

Tё lex: 139

V   カレリ て7ならし

-7-



旅 行 ,出 入 国 メ モ (附  モスクヮ地図等 )

◎ ソ連の人国手続について

ソ連入国に際しては ,所持外貨 (ド ル貨 ,円 貨等 )の 全て ,携行手荷物及

び貴金属類について税関申告書に記入し ,申 告する必要があります。

入国通関の際に注意すべき事は出版物に対するチ ェックが厳重なため ,持

込まない方が賢明です。

尚 ,前述の税関申告書はソ連国内にてルーブルと交換する際 ,そ の都度提

示す る必要があるばか りでな く ,出 国の際に提出す ることになつていますの

で旅行中は常時大切に携行保管することが必要です。

この申告用紙は機内では配布されませんが ,入国管理手続後 ,税関エ リア

に英 ,独 ,仏他の各種用紙が多数おいてあ ります。この申告書は出国の時に

も所持金 ,荷物の個数 ,貴金属類の有無を再度記入し提出することにな りま

すので ,あ と 1枚をキープしてお くと便利です。

◎ ルーブルの交換について

ソ連国内の旅行中はルーブルが必要ですが ,決 して多額を交換する必要あ

りません。 ホテルでは簡単に ドル貨 もしくは円貨等をルー ブルに交換できま

すが ,そ の際には入国の際に記入した申告書を提示します。

又 ,交換の都度交換証明書を受けとり ,保管してお く必要があります。こ

れは もし最後にルーブル貨が余り ,再交換する時にも必要になります。

外貨への再交換手続はモスクフの シエ ンメチエーボ空港の交換所で可能で

すが ,再交換手続は面倒なのでルーブル貨は残さないように使用することを

おす ゝめします。 (ル ーブルの国外持出しは禁止されています )

円貨の交換についてはモスクヮ ,レ ニングラー ド等の大都市においては間

-8-



題あ りませんが ,そ の他の小中都市においては交換できない場合があ ります。

◎ 買物について
｀     市内の大抵のホテルには外貨でのみ購入できる店・ ベリオツヵ "が あり ,

―    市価の三分の一から三分の一位で買物ができます。 (い ゎゆるドルショップ

、_   ですのでルーブル貨は使用できません )

酒 ,タ バコ等は勿論その他民芸品等も売っていますので ,買 物については

このベリオツカを利用するようおすゝめします。

ソ連においては ,貴金属類とか骨董品 ,芸 術品等の一部で国外持出禁上に
~   

なつているのもあり ,従ってベリオツカで買つた品物であれば心配ありませ

―       ん。

◎ ホテルについて

チ ェツクイン手続を リセプション・デスクで行 うとホテル・カー ドを渡さ

れますが ,部屋のヵギは各階のエンベーター附近にカギを保管している女性

がデスクをかまえてお り ,そ こでホテル・カー ドを渡し ,カ ギを受けとるこ

~   
とが必要です。

―     ホテルから外出する時はそのデスクにヵギを渡すことにな りますが ,24

_   時間勤務ですのでいっでもカギは もらえます。

各ホテルには必ずサービス・ ビューローがぁり ,イ ンツーリス トヘの手配 ,

バ ンー ,汽 車のチヶットその他の予約手続もできます。

チ ップは必要あ りません。あげればよいサービスが受けられることは どこ

の国でも同じです。

~    
ホテル備付の トインッ トペーパーの質は固 くてよくないので持参するのが

―    よいようです。化粧石鹸もあつたりなかつた りです じ又 ,洗 面台で洗濯する

-9-



「

場合などス トッパーがないことが多いため ,粉石鹸よりも固形石鹸を多めに

持つて行 く方が便利です。

◎ 服装について

夏の場合はやは り日本と同じようにかなり暑くなりますが ,湿度が少ない

ため ,大変快適です。しかし ,朝夕は冷えますし又寒暖の差が大きいので必

ずセーターとかカーデガン及びダスターコート等を多少準備されるのがよぃ

ようです。

食事の時の服装については ,朝 ,昼食の時はあまりこだわる必要はありま

せんが ,デ ィナー (正餐 )の 際は必ずネクタイ ,背広を着用した方が無難で

す。

◎ 出国手続

特に大切なことは入国の際と同様に ,税関の申告用紙を もう一度新たに記

入し ,手荷物の個数 ,チ ッキ荷物の個数及び貴金属等の有無並びに出国の時

点における手持外貨額 (円貨 ,ド ル貨その他 )を あらかじめ記入用意します。

(ル ーブルは国外持出禁上 )

チ ェックインの際 ,入国時に記入した税関申告書と一諸に提出しますと搭

乗券が税関吏によつて渡されることにな ります。

出国時の申告外貨総額が入国時のそれよりも多いと問題になりますので充

分気を付けて下さい。

尚 ,出 国手続が完了しますと ,モ スクヮ ,シエ レメチエーボ空港の場合待

合室内にもベ リオツカがあ りますので最後の買物ができます。

-10- ）
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◎ その他全般的なこと

街中での行動では特に制限がありませんが ,但 し写真撮影については ,航

空機内及び空港近辺での撮影等 (そ の他デパー ト )は 禁止されているため注

意が必要で ,特 に トラブルをさけるためにも機内にカメラを持込む際は ,カ

バンの中に入れてお くようにして下さい。

尚 ,旅行者 ,特 に団体旅行の場合は航空機旅行等の際に優遇され ,一般客

よりも先に搭乗するようにしているょうです。

ホテルでのチ ェックイン手続 と同時にパスポー トを渡し ,滞在中はホテル

側があずかることになつていますので ,チ ェックァゥトの時には必ず返して

もらうことを忘れないで下さい。

-11-
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地 下 鉄 地 図
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( )内 は担当者 (敬称略 )

1.原子力開発 の現状 と将来

原子力の位 置 (1)総合 エネルギ ー政策 に占める原子力の現状 と将来

(白 沢 ,山 崎 )
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Ｒ
）

制
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発

　

発

開

　

開

１

　

　

　

９

“

原
子
力の開発体制 (白 沢 ,山 崎 )      ― l饗

崎 )

c溌 電 原 価 0原 子力発電所の1響曇 聾 ,      ~~~~~ル ク

電力需給見通 しと原子力発電の開発計画 (白 沢 ,山

(武田 ,内田 ) し́1__ι吃ゥ。でし

発電所立地の考え方 (武田 ,内 田 )′
´

発電所周辺の放射能許容量 ,審査評価体制 ,一

農ヱ髭整冤凱およQ』塑堕整笙蒸(武田,内 田)~~[憂丞刀

原子力技術者の養成ならびに確保策 (武田 ,内 田 汁一下
~ク
/彰攀フ

こ党製む

性 01署 牙 響
:`毀亀身号朱し♂場

(許認可・安全基準 ,ソ 連の軽水炉の安全上のご署震
輩萱:王
λttθ

）　　　」）　　　）

）　　　　・）　　　　　）　　　　，）　　　　，）

(6)

環 境 問 題 (7)

技術者の確保  (8)

研究開発関係

高  速  炉 「 BN-350」 の

「 BN-600」 の

B・ N-600に つ ゞ

像 )

(3)ガ ス冷却高速炉の評価 (河 内 ,宗像 )
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高温 ガス炉に よる製鉄な どについての研究 開発状況

(4)

(5)

(6)

(7)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

核燃 料関係

ウ ラ ン資 源

濃    縮

燃 料の信頼度

再  処  理
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p9Wer plants)
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(6)Development Of thermtt reactors Other than light water reactOrs
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ソ 連 の 原 子 力 事 情 等

(1)基 礎研究の経緯

1918年 ～ 1920年 には ,モ スク ヮに光学研究所 ,生体物理研究所を ,

｀    ペ トログラー ドに x線研 究所を設立し ,さ らに科学 アカデ ミーの もとに レニ

ー    ングラー ドに物理学研究所 ,物理 問題研 究所 ,ラ ジウム研究所 ,物理・技 術

v   研究所などを設立して ,核物理学の研究に着手 した。

1928年 には ,ハ リコフ ,ト ムスクに物理学研究所を設立 した。

1931年 には ,科学 アカデ ミーの もとに化学物理研究所を設立し ,原子

核エネルギーの研究を開始 し ,ウ ランの連鎖反応 の理論 的研究を開始 した。

1932～ 1934年 には ,ス ウエル ドロスク ,ド ネツプロペ ト ,ロ フス

~ ° クなどに技術研究所 を設立 ,ま た ,モ スク フに ンーベ シエ ア名称物理学研 究

v   所を設立して ,ソ 連の核物理学研究センターとした。

_    1934年 には ,先の化学物理研究所 (所長 :セ ミーノフ )でバ プロフー

チエ レンコフ効果が発見された。

1939～ 194o年 には ,ウ ランの核分裂反応が理論的に証明 され ,反

応理論に もとづ く臨界計算が行われた。

Y    1940年 には ,核物理全 ソ協議会 において ,ウ ランの自然分 裂の発見お

―    よび核分裂反応の諸条件 についてクルチ ャ トフにより発表 された。

_    第 2次大戦中は ,ハ リコフ ,レ ニングラー ド ,モ スクフにある各研究所は

閉鎖 され ,研究は停滞 した。

1943年 後半には ,ク ルチヤ トフを指導者 として ,核エネルギーの実用

化の開発が開始された。

1946年 には ,ク ルチ ヤ トフの指導す る物理学者 グル =プ が ,天然ウラ

~   ン金属燃 料 ,黒鉛減速型 (出力 :5MW)の 原子炉の核分裂の連鎖反応 の制
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御に成功 した。

1947年 には ,ウ ラン鉱 の探査 ,採鉱 ,

の分離 ,照 射済燃料の再処理 ,Puの 抽 出 ,

実施された。

ウランの加工 ,精錬 ,同位元素

原子炉用特殊材料の製造などが

(2)発 電用原子炉の開発

1954年 5月 ,モ スクフ近郊のォ ブニンスク市で世界最初の原子力発電

所 ,「 AM-1」 が完成 して以来 ,ソ 連は ,加圧水型軽水炉 (PWR,ソ 連呼

称はWWER),沸 騰水冷却圧力管型・ 黒鉛減速炉 (BAES又 は RBM),黒 鉛

減速ブル トニウム生産炉 ,高速炉などの原子炉開発の着手を進め ,現在十数

基のプラントが稼動中である。

AM-1は 黒鉛減速・軽水冷却型炉 (GWR)で ,燃料は濃縮度 6%の ウラ

ンーモ リブデン合金で ,被 覆材にステンンス鋼を使用 ,発電所出力は 5 MWe

であった。その後 ,炉′心が改造 ,過熱沸騰ループを取付け ,こ こで得られた

成果にもとづいて ,1963年 9月 ベロヤルスクにおいて 1号炉 (100 MWe),

1967年 10月 に同 2号炉 (200 MWe)が 建設された8

シベ リヤ ,極北 ,極東などの遠隔 ,辺境の地域では多額の運送費と労力を

必要とする液体又は団体燃料を使用するヂーゼル発電所や石炭火力発電所の

代 りに ,小 型原子力発電所の開発が行なわれ ,1961年 5月 にオブニンス

ク市にカロ圧 水型 (PWR)の 「 TES-3」 (1.5 MWe)が 設置 された。 TES―

3は キ ャタ ピラ付 自動貨 車の上 に積載 され た移動式 であ る。 このほか小 型の

もの としては 1963年 9月 メ ンケス市 (デ イ ミトログオグラー ド )に 建設

された有機 材冷却型 (OCR)の ARBUS(07 5MWe)が あ る。

TES-3の 経験 に もとづい て ,1964年 9月 にノボボロネジ市に PWR l号

炉 (210MWe)を ,さ らに 1969年 12月 には 2号 炉 (365MWe)を 建設

-22-
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した。なお ,発電炉の集 中してい るノボボ ロネジ市では温排水の ドン河への

放 出に特別 の配慮が払われつつある。

自然循環軽水沸騰型原子炉 (BWR)は ,1966年 にメンタス市 (デ イミ

トロヴォグラー ド)に 建設 された「 VK-50」 (50 MWe)が 最初であ り ,初

期の出力密度 28K平 /′ が ,そ の後 の燃料チ ャンネルの改良 ,出 力の平担化

などにょり3 7kW/′ まで増加が可能になった。被覆材はZr-1%Nbで ,

燃焼度は 16,000MWD/Tを 達成した。

しか しソ連では 〔別表 〕からも解るよ うに ,自 然循環型 BWRの 開発には ,

PWRに 比べ てあ まり努力 を払 つていない よ うである。 ソ連の軽水炉開発は ,

諸外国 と同様 に大型化の傾 向にあ り ,例 えば ノボボ ロネジには 1973年 に

運 開予定の 3号 ,4号炉 (夫々 440MWe)と 1975年 に運開予定の 5号炉

(1,000 MWe)が現在建設 中で ,こ れ らが完成す ると同地の発電容量は約

2,50 0MWeに なる。その他 ,レ ニングラー ド ,ク ルスクにも 1,000 MWe

級の発電所 (PWR)の 建設が予定 されてお り ,ま たマルマ ンスクには同規模

の GWR,2基 が建設 中といわれている。

ソ連は出力 440 MWeの PWR発 電所をす でに標準化しており , 現在 _ォ

ク トムベ リヤ ンに 2基を建設 中である。 この標準型は ,す でに ,東 独 ,ブ ル

ガ リヤ ,チ ェコ ,フ インラン ド ,ハ ンガ リーに輸 出 され ,建設が進め られて

い る。 (下記参照 )

東  独   リュブミン   500M恥 石e

ブルガ リア   コズコデユイ   400 MWe(2基 )

チ ェ コ   ボヒュニーチ ェ  150 MWeお よび 300MWe

ハ ンガ リー  P aks      440MWe(2基 )

フインランド  Loviisa    440 MWe(2基 )

-23-
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＼
原

＞
子 炉 名
内は炉の基数〕

所  在 地 臨界年月 炉型式
電気出力

(We)

運

転

中

AM―

S iberia(6)

TES-3

ARBUS

BAES-1

VVER-210

Melekess VK-50

VVER-360

BAE S-2

BN-350

Obnlnsk

S iberia

Obninsk

Dimitrovograd

Beloァar sk

NovovorOneZh

D imi trovograd

Novovor OneZh

Beloyarsk

Mangyshalk

1954.5

1958。 9

1961.5

1963.9

1963.9

1964.9

1966

1969。 12

1967.10

19712.12

GWR

GWR

PWR

OCR

GWR

PWR

3WR

PWR

GWR

FBR

5

100x6

1.5

075

100

210

50

365

200

350

建

設

。

計

画

中

Blllibino-1,2,

BN-600

Murmansk-1,2

VVE R-440(2)

VVE R-440(2)

VVER-1000

RB MK-1000(2)

Kur sk-1,2

Siberia

B eloyarsk

Mur mansk

OR tombeer yan

NOvOvOrOneZh

N。マoVOr Onezh

Leningrad

(1973)

(1973)

(1974)

(1973)

(1975)

建 設 中

FBR

GWR

PWR

PヽVR

PヽVR

CWR

12
25x2

600

1,000
x2

440
x2

440
x2

1,000

lρ 00
x2

1,000
x2

ソ 連 の 発 電 用 原 子 炉 一 覧
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(3)高 速増殖炉の開発

1954年 に炉物理 ,炉 工学的研究電にブル トニウム燃料装荷の臨界集合

体 BR-1を 建設した。

1956年 に水銀冷却 ,ブ ル トニウム燃料 ,熱出力 1 0 0Klの BR-2を 建

設し ,中 性子物理の研究を行なつた。

1958年 に熱出力 5 MWの ナ トリウム冷却 ,セ ラミック燃料 ,高速実験

炉 BR-5を 建設 し ,核物理的研究お よび材料工学的研究を行なつた。この時

点ですでに ,ナ トリウム冷却 ,セ ラ ミック燃料の方向を確定 していた点が注

目され る。

1964年 1月 には ,以上の実験炉 の経験を基礎 として フ警サデ暮筆L市

に BOR-60(燃 料照射用 )の 建設を開始 した。 この炉は 1970年 3月 に

臨界に達 し ,初期には 20 MWtで 運転 され ,強 制循環空冷式 コンデンサーが

設置されて除熱が行われていたが ,1970年 末には蒸気発生器が取付けら

れて熱出力も 60 MWtに 上昇 ,そ の後 ,主 として燃料照射用 として使用 され

てぃる。

1972年 11月 29日 ,シ エフチエ ンコ下にあ る原型炉 BN-350が 臨

界 に達 し ,そ の後 ,全 出力運転 に入つてい る。同炉は熱出力 1,000MWt,

電気出力 3 50 MWeで あるが ,こ の うち 150 MWeが 発電用 ,残 りの 200

MWeに 相当す る熱出力は海水脱塩用 に使用 される , ヽヽわゆる二重 目的炉で

ある。脱塩 プラン トは淡水を 12万 トン/日 の容量を有 してお り ,1964

年 10月 に建設 された実用試験脱塩装置 (火力発電用蒸気を使用 ,5ト ン/

日 )の 運転経験 に基づいて建設 された ものであ る。

1973年 1月 現在 ,す でに建設が開始 されていた BN-600(実 証炉 )

は ,蒸気発生器を除いて全ての建設が完 了してい るといわれ る。 この炉は電

気出力 600MWeで ,そ れ までの ループ。タイプの ものと異な り ,ソ 連では ,
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最初のタ ンク・ タイ プの もので ,炉 の建設完成の予定は 1974年 末か

1975年 初頭 とされてい る。

一
　

　

一　

　

一

一
　

　

　

一　

　

　

一
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ソ連邦の構成 (メ モ )

ソ連は ,面積約 2,240万 Kデ に人 口約 2億 4,400万 人 (1971・ 1・ 1

現在 )が住み ,ロ シヤ ,カ ザ フ ,ウ クライナな ど 15の 共和国で構成されて

いる。 また ,ロ シヤ共和国が 10地 区 ,ウ クライナ共和国が 3地区 ,そ の他

6地区 ,合計 19地 区の経済地区に分割 されている。

国家権力機関は ,ソ 連国家最高会議幹部会の もとに政府機能を もつ ソ連邦

大 臣会議があ り ,こ れは首相お よび副首相以下各省大臣 (全連邦省 -25省 ,

連邦・ 共和国省-31省 ),お よび ソ連邦大臣会議国家委 員会 ,加盟共和国

の首相で構成 されてい る。科学技術関係の行政機関は ,ソ 連邦大臣会議の も

とにソ連国家計画委 員会 (議長 :バ イ コフ冨1首 相 ),ソ 連国学科学技術委 員

会 (議長 :キ リル リン冨1首 相 ),お よび ソ連国家原子力利用国家委員会 (議

長 :ペ トロシヤンツ )な どがあ り ,こ れらの下に各国共和国の行政機関お よ

び研究・教育機関が附属している。

ソ連 の電力  .

総発電設備は 1960年～ 1969年の lo年 間に年率平均 124%で 増大 し

ており ,1965年 以降は 7～ 8%である。総発電設備の うち火力の占める割合は

約 80%,他 は水力である。総発電電力量は上記 10年 間に年平均 10%で 増

大 してお り ,そ の うち 火力の 占め る割合は約 83%で ある。総発電電力量を

共和国別に見 ると ,ロ シヤ共和国がその約 70%を 占め ,ウ クライナ ,カ ザ

フな どがそれ につづいてい る。

1970年 :発電所 1億 6,600万 K平 ,発生電力量 7,400億 KWh,

原油 3億 5,300万 t,天然ガス 2,000億だ

石炭 6億 2,400万 t

-27-



帯嗣
「
―‐
一――
圏
‐‐――
――
劇
Ｒ
Ｔ
　
　
，　
‐

一躙
ロ̈
ーー
ぷ
――
――
目
下
‐　
，
―

「日
一――
〓
勲
出
―̈―
――
躊
下
，
‐，―

）　　・　　　）　　　．　　）

璃

¨
一国
哺
薗
円
Ｈ
曰
贈
憫
甲

ヽ
Ｋ

掏

Ｎ
●
多
響
３
挙
ポ
●
さ

駆
壼

卜
Ｋ

゛
準
護
饗
墾

測
稲

で

回

一

ｉ
岬
「
地

一―‐―
脇
楡
ヽ
熙
測
一̈慰
棚
製
潤
Ｎ
一

」
↑
―
―
函
躙贈
Ｎ
導
靱寧

、
　

一日

‐‐
――
一ぷ
「―‐
」「――
目
下

〓や
‐―
「ｒ
一一Ｆ

一――
」
嗣
テ

．にコ酬諦糀押螂町蔽十
‐

．ミ襲砕一一̈け̈一］一̈軒一・・・・

一、「が一一輔輻閻Ｆ一一」ヽ

暉面
‐‐‐‐―‐
い
問
――
，Ｆ
」一――
口
ヽ

）　　′　）

）　　（一　）

）
、
）

準

藤

墨

に

こ

駆

ぎ

蝉
訃

蒸

Ｑ

刑

ヽ

篭下宅里趙

|

1苫 |1嘗 1憶嘗 《言 13冊響常|1営l r 軍 :]‖

牡二生__↑ 三二二 |

、 す喘 ■ K出 《 糖
|

-28-
）　　　一　　）



▼

ヽ =

V

▼

_ヽンン

V

▼   響

し   素

も  ｀ 型

‐
ヽ′́    ｀

ヽ

‐

‐

V

し

▼

‐

―

―

ヽ

〉ヽ

・ミ

・ミ

、

ミ` ｀や

【
ハ
“
ヽ
ヽ
■
ヘ



（
ハ
住

キ

¨
ぜ
壽

）
　

く

響

く

□

Ｏ

ｓ
『
埋

ヽ

∝

卜

０

【

め
Ｏ

Ｎ
ぃ崎

（
〇
∞
ｑ
Ｏ
）

（
い
０
卜
ぃＯ
“
）

（
０
”
〇
Ｎ^
Ｎ
）

（
】
“
Ｏ
．∞
“
一
）

Ｎ

ヾ

０
ぃ∞

〇
∞

∞

０
”
ぃ０

「

（
０

０
ヾ

Ｎ^

ヾ

）

で
ヾ

０
ぃ０

∞

（
”
Ｎ
ヾ
“̈
Ｎ
）

“

∞
Ｑ
∞

で

０
●

∞
．
Ｆ
“

【
ヾ
（ヽ
め

【

〇
〇
∞
∞^

Ｈ
】

（
０
０
Ｃ
Ｎ^

）

Φ

Φ
Ｏ
ぃＮ

Ю
∞
め

い
い

【
．ヾ

Ｏ
Ю

【

卜

０

「

∞

“
“
ぃヽ

（
゛

Ｎ

】
ぃヾ

）

（
ト

ト
ト
．卜
Ｎ

）

（
０

”
∝
ぃ∞

【

）

（
“

Ｃ

゛
＾
〓
卜

）

∞

“

一
“^
Ｎ

【

ヾ
ヾ

ヾ
０^

（
ヾ

ヾ
∞

吟^
Ｎ

）

卜
０

０
．い
０

（
〇

卜
Φ

”^
Ｎ

）

め

Φ

ヾ
め^

の
ュ

ト

Ｎ

で

０^

〓

卜
の

喰
０

い
〇
【
“^
う

（
０
ヾ
ヾ
∞^
）

∞

崎
∞

Ю^

め

０

０

い

Ｏ
Ｎ

ト̈

ト
∞

〇

い

０

日

〇

“

Ю

ト̈

（
め
∞
Ｑ
Ю
）

（
〇
”
Ｑ
Ｏ
Ｎ
）

（
”
∞
０
お
】
）

（
∞
卜
め
．Ｏ
Φ
）

卜
【
卜
．∞
０
【

∞

Ｎ

崎
．∞

（
Ｏ

Ю

Ｏ

Ｎ^
Ｎ

）

一
∞

Ｎ

Ю^

ヾ
・

卜
Ю

Ｏ
ぃ“
Ｎ

Ｎ

Ｎ
∞
ざ

ヾ

Ｈ
Ｏ

い
ぃ”

Ｈ

卜

Ю
∞

Ｃ^

卜

（
）
∞

“^
（
）
Ｈ

（
マ

Ｃ

Ｑ
Ｎ

）

０

”

０
＾
ヽ

Ｎ

∞

”

゛

い

０

〇^

ヾ

“

理
Ｑ

や

軍

≦
〓

業

奪
牽
埒

鐸

軍

奪
ぼ
コ

蓉

誕
資
ト
算
　
輝

ｆ
．Ⅸ
軍

◆

ポ
　
　
｝奪

電ξ　　　贅
転

、
ヽ
く

ヽ
＾ヽ

．一一　ヽァ
ヽ́
ヽヽ「こ

聾
．」
響
ぎ
Ｏ

ｗ

導

蜜

．
Ｋ

ヽ
無

爵
．業
藝

く
Ъ
岱

ぐ
薫
≦

Ц

螺
一薫
α

権

　

　

鯉

（
ミ
２
十

¨
螂
警

）
　

週
響
く

□
Ю
ヽ
女
Ｖ
口

ヽ

纂
螺
Ｑ
尽
肛

ヽ
匝
　

ｏ

-30-

ヽ

い

０

】

ヾ

い
０
ぃ
【

（
Ю
卜
Ｑ
Ю
Ｈ
）

（
゛
∞
ヾ
〇^
ヾ
）

（
Φ
ヾ
ヽ
０
ヾ
）

∞
∞
で
、め
め
一

い
い

Ю

０^

∞

卜
”
０^

「

（
い

０
卜

卜^

】
）

（
Ｏ
Ｎ

卜
ざ

）

（
ｃ
一
ｃ
が
で
）

Ｎ

（）
０
ぃヽ

ト

（
は
Ｎ
Ｏ
Ю^
Ｎ
Ｎ

〕

（

】
め

ヽ
め

【
）

（
Ｏ
Ｃ
卜
Ю^
卜

）

【
卜
Φ
言

Ю
め

０
∞
め
ぃ０

〇
〇
〇
ぃ∞
０

め

】

卜

０

日

∞

】
Ｌ
Ｈ

（
【
○
”
Ｏ^
Ｈ
）

（
倒
∞
Ｈ言
Ｎ
）

（
Ｈ
【
Φ
Ｎ^
∞
）

Ю
∞
め
、“
０

Ｒ

Ｏ
∞

∞^

∞
卜
（）０
一

（
０
卜
∞
∞^
Ｎ
）

（
い
０
め
ぼ

）

（
ヽ
ヾ
Ｌ
Ю
ヾ
）

卜

【
喰
ト
ト

（
ヾ
∝
○
卜^
０
一

（
〇
【
【ざ
Ｈ
）

（
“
Ｎ
】ヾ

“
）

め
め
Ｌ
Ｏ
∞
Ｎ

め
ヽ
Ｑ
∞

ｏ
∞
喰
い
０
ヾ

〇

い

Ｏ

Ｈ

Ｏ
Ｈ
Ｑ
Ｈ

（
Ю
”
徽
ぃ“
一
）

（
゛
【
Ｈ．〇
ヽ
）

（
ト
ト
Ｎ
ぃ０
「
）

ヽ
Ｎ
Ｏ
め^
〇
【

０

”
め

い^

０

ま
Ｏ

Ｒ^

】

（
ヾ
綸

”

∝^
Ｎ

）

（
ヾ

Ｃ

Ｏ

卜^

）

（

一
卜

０
ぃ∞
ヾ

）

で

０

「
０^

い

（
Ｎ

】
卜
ぃい
Ｏ

Ｈ

（
“

Ю

卜

Ｒ^

】

）

（
卜

一
め
ぃＯ
Ｎ

）

０

〇

三
”

卜
Ｎ

卜
∞

三
〇

【

∞

め

〇
ヽ
【
∞

ヾ

さ

華

く

ヽ

１１

″
ミ

К

く

ヽ
ヘ

ネ
ツ
ヽ

◇

　

　

運

翠
Ｑ

ヾ

騒
　
塁

軽
わ
ご

運
　
　
嘔

運
　
　
賢

ふ
　
　
暉

オ
業

簑

く

さ

さモ
婆

理
薫
蚤

略
真
ぐ
灘

権 だ 0ヽ



ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

」

小文 字

a

6

発  音

情事語

一般的に言って空港の職員 インツー リス ト(ノ 連国営旅行社 )職員、政府

機関職員等外国人と接する機会 の多い人々以外は、外国語を解さないと考えて

よいてしょう。モスクワの外国人を対象とするホテルでは事務局 (ア ドミ
ニス

トラーツィヤ。諸外国のフロント、 ンセプションに相当する )サ ービス・ ピュ

ーローの係員は大体英語 (又はフランス語、 ドイツ語 )を話しますが、一般市

民は もとより、 ホテル各階にいる官埋人 (エ タージナヤ・ ダーマと呼ばれる )

や女中は全〈外国語を解 しません。従ってい くつかのロシア語の単語と簡単な

日常会話を覚えてかかれると便利でしょう。一般のロシア人は確かに人がよく、

また、われわれの言葉を理解しようとして 〈れますか ら、 こちらが文法を知ら

なくても、必要な単語を並べれば用が足せる場合が多いようです。参考のため

簡単なロシア語を次に挙げておきます。

大 文字

A

B

B

「

Д

E

E

Ж

3

И

Й

K

Л

M

ウ

　

　

エ

ア
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Ｋ

Л

Ｍ

短か 〈 )
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大文字

H

O

n

P

C

T

y

Φ

χ

Ц

Ч

田

lll

Э

Ю

Я

小文字

11

0

Π

Щ

Ъ

bi

b

Э

Ю

Я

発 音

ル (巻舌 )

ス

ト

ウ

フ (上歯を下唇に付けて発音 )

ハ (喉音 )

ツ

チ

ツ

シ チ

発音 しない (硬音符 )

ウイ

発音 しない (軟 音符 )

エ

ン
　
　
オ

　

ブ

ｐ

　

ｃ
　
　
Ｔ
　
　
ｙ

　

Ｏ
〓
　

ｘ
　
　
Ц
　
　
Ч
　
　
Ш

ユ

　

″
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こ
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これは何ですか

いくらですか

トインはどこですか

右方に

Дo6poe yTPO
ドープロエ ウー トロ

3Д paBTcByЙ Te
ズドラースプイチエ

Дo6pЫ И BeЧ ep
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左方に

まつすぐに

私は日本人です

あなたのか名前は

私の名前は…

…が欲 しい

…を下さい

頭 (腹 )がいたい

カゼをひいた

医 者

薬

熱

今

HaЛ eBo
ナレーヴォ

ΠpЯ Mo
プリャーモ

Я ЯΠoHeЦ
ヤーヤポーニェツツ

KaK Ballla ΦaMИ ЛИЯ?
カーク ヴァーシャ ファミーリャ

МoЯ ΦaMИ ЛИЯ・…
マヤー  ファミーリャ

Я XoЧ v…・
ヤー ノ、升ュー

ДaИ Te MHe...
ダイチ ェ ムニェー

y MeHЯ  6oЛ RT 「 OЛ OBa(
ウ メニャー バリツト ガ~/ヴァー  (

Я ΠpOCTyД ИЛcЯ
ヤー フ・ラス トジルシャ

ДoKTOp
ドークトル

ЛeKapcTBO
レカールス トヴォ

TeMnepaTypa
チェムベラトゥーラ

BЧ epa
フチェラー

Ce「 oД HЯ

セヴォートヒャ

3aBTPa
ザフ トラ

yTp。

ウートロ

ДHCM
ドニョーム

BeЧ ep
ヴェーチェル
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ン

フ ォー ク

ナ イ フ

ス プー ン

ジ ュース

ピール

BИ ЛKa
ヴィールカ

HoЖ Ka
ノーシカ

ЛoЖ Ka
ローシカ

COK
ノーク

nИ 30
ピーヴォ

XЛ e6
フレープ

MacЛ 0
マ ー ス ロ

ЯИЦo

ヤイツォー

Koф e
コー フ ェ

MoЛ OKO
マ フ コー

Ч aЙ

チャイ

BoД a
ワダー

TapeЛ Ka
タレール カ

KЛ ЮЧ

ク リューチ

KoMHaTa
コームナタ

OД eЯ Д 0

アデヤーロ

ΠoД OTeHЦ e
バ ラチ ェーンツェ

′くタ ー

たまご

コ ー ヒ ー

ミルク

茶

水

皿

鍵

部屋

新

タオ ル
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